
緊急報告集会 

鬼怒川の堤防決壊から
白川の安全と 

立野ダムを考える 
 

         ２０１５．９．２９ 

 



白川から見た 
鬼怒川の堤防決壊 
  
     ２０１５年９月２９日 



 



毎日新聞 
2015．9.11 



         有効貯水量 洪水調節容量 

湯西川ダム  7200万㎥   3000万㎥  

五十里ダム    4600万㎥    3480万㎥ 

川俣ダム      7310万㎥    2450万㎥ 

川治ダム      7600万㎥    3600万㎥ 

合計    26710万㎥  12530万㎥  

【参考】     

立野ダム     1000万㎥   940万㎥ 



鬼怒川上流の4つのダム群は、
立野ダム13個分の洪水調節容

量がありながら、ダムが国交省
の主張するように洪水を調節
するために機能したとしても、
結局堤防決壊を防げなかった。 
 



国交省担当者：「下流の水
位上昇を抑える効果はあっ
たはずだが、調節の加減は
非常に難しい」  

（日本経済新聞2015/9/11） 
 



堤防が決壊した鬼怒川は、10年に

一度起きると想定される洪水に対
応できない堤防だった。 

鬼怒川は河川整備計画が策定さ
れていない。 

ダムがあるために、堤防工事が後
回しになった典型。 



平成24年九州北部豪雨の

あと、白川の治水対策は
どうなっているのか？ 



立野ダム（計画中） 
○国営、高さ９０ｍ 

○治水専用の穴あきダム 



立野ダム本体 

  （予定） 

２０１４．１１．２２撮影 



 



      熊本市 



 

大甲橋下流の右岸 

２０１２．７．１２ 



２０１２．８．２５ 

洪水直後、鋼矢板が打ち込
まれている大甲橋下流右岸 



２０１３．５．２２ 

大甲橋下流の右岸 

堤防完成 



国土交通省が情報開示した 

流下能力算定表 

 



 

藤崎宮境内 

２０１２．７．１２ 



藤崎宮地点の白川の流下能力 
（白川河口より１４km地点右岸） 

改修前：毎秒１７４８トン 
改修後： 
毎秒３６３０トン 



      中流域 

  （大津町・菊陽町）    



 

はなぐり大橋上流（菊陽町） 

白川 

川幅の４～５倍あふれている 

２０１２．７．２２ 



大津町、菊陽町には白川の            
川幅を広げる計画がない 

中流域（大津町、菊陽町） 



白川中流域（大津町・菊陽町）
でも河川整備計画を策定し、

本格的な河川改修を 

進めるべき 



   阿蘇地区 



 



 

阿蘇・内牧の黒川改修工事 

鋼矢板が打込まれている ２０１４．８．４撮影 



 

改修で川幅が広がった阿蘇・内牧の黒川 

            ２０１５．６．６撮影 





ゆうすいち 
小倉遊水地（工事中）2015.6.6撮影 



やいた 毎秒１４０トンの洪水調節機能 

小倉遊水地（工事中） 



立野ダムをつくり、もし効果があ
ったと仮定しても、阿蘇には何の
メリットもありません。 

 

阿蘇で遊水地をつくるなどの治水
対策をすれば、阿蘇のためにも、
熊本市など下流のためにもなり
ます。 



立野ダムの総事業費：917億円
（平成24年度時点） 

黒川河川激甚災害対策特別緊
急事業の総事業費：183億円 

 

 

ダムより堤防強化など
の河川改修を！ 



熊本市の目標洪水流量 毎秒２３００㎥ 

       （河川整備計画） 

立野ダム ２００㎥（８％） 

黒川遊水地群 １００㎥（４％） 
河道で２０００㎥ 

小倉遊水地だけで毎秒１４０㎥？ 



国交省が河川情報を独占している 

・マスコミに登場して解説するのは、国土交
通省の審議会等に出ている「御用学者」 

・堤防決壊の原因はうやむやに 

・避難指示が遅れた責任を常総市長に押し
つけている 



情報を持っているのは国交省。 

河川情報の共有を！ 



白川の清流と 

阿蘇の大自然を未来へ！ 


